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世
界
の

水
環
境
問
題

　
（
１
）世
界
の
水
資
源
の
現
状

　

地
球
上
の
水
資
源
は
14
億
立
方
㌔
㍍

あ
る
が
、
そ
の
97
・
５
％
は
海
水
で
淡

水
は
２
・
５
％
で
し
か
な
い
。
し
か
も

こ
の
貴
重
な
淡
水
資
源
の
７
割
は
氷
山

・
氷
河
や
万
年
雪
で
固
定
さ
れ
、
残
り

の
約
３
割
は
地
下
水
の
形
で
存
在
し
て

い
る
。
つ
ま
り
人
間
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

か
け
な
い
で
常
時
使
え
る
淡
水
は
、
わ

ず
か
０
・
０
１
％
つ
ま
り
約
10
万
立
方

㌔
㍍
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
72
億
人

が
こ
の
０
・
０
１
％
の
水
を
利
用
し
生

活
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た

水
資
源
で
あ
る
が
近
年
は
地
球
温
暖
化

に
よ
る
干
ば
つ
と
洪
水
が
世
界
各
地
で

頻
発
し
て
お
り
、
さ
ら
に
水
資
源
不
足

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　
（
２
）人
口
増
加
と
水
需
要

　

２
０
０
０
年
以
後
、
さ
ら
な
る
経
済

発
展
と
都
市
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
世

界
の
取
水
量
は
激
増
し
、
水
不
足
状
態

が
世
界
中
に
拡
大
し
て
い
る
（
図
１
参

照
）
。
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
50
年
ま
で
に
、

世
界
の
水
需
要
は
さ
ら
に
55
％
増
え
る

と
予
測
し
て
い
る
。
現
在
水
資
源
の
60

～
80
％
は
農
業
用
水
と
し
て
食
糧
生
産

に
使
わ
れ
て
お
り
水
資
源
の
余
力
が
な

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
今
後
増
加
す
る
都

市
用
水
や
工
業
用
水
に
振
り
分
け
る
余

地
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
状
態
に
突
入
す

る
。

　

世
界
人
口
は
平
均
し
て
毎
年
８
千
万

人
ず
つ
増
加
し
、
こ
れ
は
世
界
の
水
需

要
が
毎
年
６
４
０
億
立
方
㍍
増
加
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
日

本
の
年
間
水
需
要
８
２
０
億
立
方
㍍
で

あ
る
。

　

世
界
人
口
は
50
年
ま
で
に
約
91
億
人

に
達
し
、
ま
た
30
年
ま
で
に
は
ア
フ
リ

カ
や
ア
ジ
ア
の
人
口
は
約
２
倍
に
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
へ

の
人
口
集
中
も
、
水
の
供
給
を
ま
す
ま

す
圧
迫
す
る
要
因
と
な
る
。
国
連
の
報

告
書
「
世
界
水
発
展
計
画
２
０
１
５
」

で
は
現
在
、
都
市
部
人
口
の
割
合
は
54

％
（
14
年
）
で
あ
る
が
、
50
年
ま
で
に

は
世
界
の
人
口
の
約
69
％
に
当
た
る
63

億
人
が
都
市
部
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
る

と
予
想
し
て
い
る
。

　
（
３
）農
業
用
水
の
増
大

　

水
資
源
を
最
も
多
く
利
用
し
て
い
る

の
は
農
業
用
水
で
、
農
業
が
使
用
す
る

水
の
割
合
は
世
界
の
淡
水
供
給
量
の
約

70
％
に
達
す
る
。
さ
ら
に
地
表
水
の
不

足
分
を
補
う
た
め
の
地
下
水
利
用
が
水

資
源
を
圧
迫
し
て
い
る
。
世
界
人
口
の

50
％
は
水
需
要
を
賄
う
の
に
地
下
水
だ

け
に
頼
っ
て
い
る
。
50
年
ま
で
に
先
進

国
や
、
途
上
国
で
は
２
倍
以
上
の
食
糧

増
産
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
す
ま
す
淡
水

の
水
不
足
が
問
題
に
な
る
。
さ
ら
に
水

量
の
不
足
だ
け
で
は
な
く
、
地
下
水
の

塩
水
化
も
20
％
増
加
し
作
物
の
塩
害
が

拡
大
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る

（
国
連
食
糧
農
業
機
関
Ｆ
Ａ
Ｏ
・
11
年

レ
ポ
ー
ト
）
。

　
（
４
）エ
ネ
ル
ギ
ー
用
の
水
資
源
不
足

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
水
の
関
係
は
複
雑
で

あ
る
。
な
か
で
も
す
ぐ
に
理
解
で
き
る

の
は
、
水
力
発
電
で
あ
る
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
水
力
発
電
は
再
び

注
目
を
集
め
て
い
る
。
世
界
の
総
発
電

量
の
約
20
％
を
供
給
し
て
い
る
の
が
水

力
発
電
で
あ
る
。
こ
の
比
率
は
90
年
代

か
ら
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
国
際
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は
、
水
力
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
よ
る

発
電
は
04
年
か
ら
30
年
ま
で
平
均
１
・

７
％
の
伸
び
、
30
年
ま
で
に
60
％
増
加

す
る
と
推
測
し
て
い
る
。
す
で
に
国
際

河
川
で
は
水
力
発
電
用
の
水
資
源
が
国

家
間
で
取
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
（
メ

コ
ン
川
流
域
国
な
ど
）
。
ま
た
全
て
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
水
資
源
を
直
接
、
間

接
的
に
利
用
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
出
し

て
い
る
。
例
え
ば
原
子
力
発
電
は
水
が

な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
ウ
ラ
ン
精
製
に
始
ま
り
、
原
子

炉
向
け
純
水
供
給
、
炉
心
冷
却
、
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
、
復
水
器
用
冷
却
水
な
ど
多

量
の
水
資
源
が
不
可
欠
で
あ
る
。
火
力

発
電
も
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
原
子
力

発
電
所
、
火
力
発
電
所
と
も
に
水
資
源

の
豊
富
な
大
き
な
河
川
（
主
に
欧
米
）

や
海
の
そ
ば
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
太
陽
光
発
電

で
主
役
と
な
る
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
も
製

造
時
（
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
ー
）
に
多
量

の
水
を
使
用
し
て
い
る
。
現
在
、
北
米

を
中
心
に
開
発
が
進
ん
で
い
る
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
も
採
掘
時
の
「
水
圧
破
砕
法
」

（
水
を
高
圧
で
送
り
込
み
、
シ
ェ
ー
ル

岩
に
割
れ
目
を
造
り
、
閉
じ
込
め
ら
れ

て
い
た
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・
オ
イ
ル
を
取

り
出
す
）
で
は
、
生
産
井
戸
一
本
当
た

り
約
１
～
２
万
㌧
の
水
を
使
用
し
て
い

る
。
今
後
注
目
さ
れ
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
し
か
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
ど
ん
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
創
出
も
水
資
源
な
し
で
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日
本
の
水
ビ
ジ

ネ
ス
戦
略

　

市
場
が
拡
大
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
向

け
て
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
は
す
で
に
多
く
の

水
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業
が
手
掛
け

て
お
り
、
自
治
体
と
組
む
な
ど
で
各
国

の
水
環
境
の
改
善
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
（
１
）自
治
体
と
企
業
の
協
業
で
海
外

水
ビ
ジ
ネ
ス

　

地
方
自
治
体
と
企
業
が
組
ん
で
水
ビ

ジ
ネ
ス
に
乗
り
出
し
て
い
る
例
が
多
く

な
っ
て
い
る
（
表
２
）
。
例
え
ば
北
九

州
市
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
支
援
を

受
け
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ザ
」
を
設

け
、
多
く
の
民
間
企
業
と
「
水
ビ
ジ
ネ

ス
協
議
会
」
を
作
り
活
動
し
て
い
る
。

最
近
で
は
日
明
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に
海

外
か
ら
の
来
訪
者
の
た
め
に
水
処
理
各

社
の
技
術
展
示
場
を
常
設
し
て
い
る
。

滋
賀
県
は
琵
琶
湖
環
境
メ
ッ
セ
を
開
催

し
海
外
志
向
を
強
化
し
て
い
る
。
横
浜

市
、
川
崎
市
、
東
京
水
道
サ
ー
ビ
ス
も

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

多
く
の
地
方
自
治
体
は
国
際
貢
献
枠

で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
の
資
金
で
活
動
し
、

最
近
は
ベ
ト
ナ
ム
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

か
ら
浄
水
場
の
計
画
案
件
や
漏
水
防
止

で
の
直
接
受
注
も
増
え
て
き
て
お
り
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
水
関
連
企

業
は
政
府
開
発
援
助
資
金
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

で
ア
ジ
ア
諸
国
へ
水
処
理
装
置
を
納
入

し
て
い
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
か
ら
み
る

と
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
の
活
用
は
入
門
編
と
し

て
は
正
解
で
あ
る
が
、
本
当
の
ビ
ジ
ネ

ス
と
は
言
え
な
い
。
欧
米
企
業
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
企
業
が
闊
歩
す
る
世
界
銀
行

（
Ｗ
Ｂ
）
や
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ

Ｂ
）
の
国
際
入
札
競
争
案
件
に
打
ち
勝

つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
コ
ス
ト
競
争

力
を
付
け
な
け
れ
ば
本
当
の
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
に
な
り
え
な
い
。

　
（
２
）商
社
の
水
ビ
ジ
ネ
ス

　

大
手
日
系
商
社
は
、
そ
の
営
業
力
と

資
本
力
を
駆
使
し
、
多
く
の
海
外
水
ビ

ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
て
い
る
が
、
商
社
は

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
得
る
こ
と
が
主

で
あ
り
、
経
営
や
維
持
管
理
ビ
ジ
ネ
ス

で
利
益
を
上
げ
る
構
造
で
あ
る
。
従
っ

て
利
益
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
高
価
な

日
本
製
品
や
日
本
の
水
企
業
を
使
わ
な

い
こ
と
が
決
め
手
で
あ
る
。
逆
に
言
え

ば
、
日
系
商
社
に
喜
ん
で
使
わ
れ
る
よ

う
な
機
器
や
シ
ス
テ
ム
を
提
供
で
き
な

い
日
本
の
水
関
連
企
業
の
未
来
は
な
い

と
も
言
え
る
。

　
（
４
）日
本
企
業
が
世
界
で
勝
つ
た
め

に
は

　

筆
者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
勤

務
時
代
か
ら
水
問
題
解
決
の
た
め
に
多

く
の
途
上
国
を
訪
問
し
て
き
た
。
日
本

企
業
の
大
き
な
間
違
い
は
「
技
術
が
あ

る
か
ら
、
勝
て
る
」
と
思
っ
て
い
る
こ

と
だ
。
こ
の
幻
想
を
早
く
捨
て
る
こ
と

で
あ
る
。
常
に
相
手
国
の
経
済
レ
ベ
ル

と
相
手
国
の
技
術
者
の
ラ
ベ
ル
（
習
熟

度
）
を
見
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
以
下
の
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

・
相
手
国
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
市
場

調
査
の
徹
底
。
こ
れ
も
英
文
情
報
だ
け

で
は
な
く
、
必
ず
現
地
語
で
書
か
れ
た

調
査
書
を
精
査
す
べ
き
で
あ
る
。

　

・
人
脈
形
成
。
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
の
研
究
機
関

や
大
学
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
む
こ
と

が
肝
要
で
、
常
に
情
報
交
換
で
き
る
持

続
可
能
な
関
係
の
構
築
が
必
須
で
あ

る
。

　

・
Ｉ
Ｔ
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
活
用
。

特
に
「
見
え
る
化
」
が
重
要
で
あ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
と
相
手
の
や
る
気
が
見
違
え
る
よ

う
に
変
化
す
る
、
「
見
え
る
化
」
戦
略

は
今
や
ど
ん
な
業
種
で
も
主
流
に
な
っ

て
来
て
い
る
。

　

・
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
を
捨
て

よ
。

　

海
外
戦
略
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
（
国
内
企
業
で
構
築
）
構

想
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
が
一
番
危
な

い
。
仮
に
大
き
な
案
件
が
決
ま
り
そ
う

に
な
る
と
、
お
互
い
の
企
業
が
個
々
の

利
益
確
保
に
奔
走
し
、
結
局
原
価
が
高

く
な
り
物
件
そ
の
も
の
を
失
う
か
ら
で

あ
る
。
筆
者
の
主
張
は
常
に
ジ
ャ
パ
ン

・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
日
本
企
業
が
中

心
と
な
り
他
国
企
業
を
使
う
）
で
ビ
ジ

ネ
ス
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

・
相
手
国
の
イ
ン
フ
ラ
攻
略
に
は
日

本
国
政
府
の
関
与
が
不
可
欠
。
し
か
し

日
本
政
府
に
は
あ
ま
り
期
待
し
な
い

で
、
政
府
の
看
板
の
み
活
用
し
行
動
主

体
は
民
間
企
業
で
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。

表２　自治体と企業の共同による水ビジネス例
区分 自治体 連携する企業等 対象国等 概要

上
水
分
野

大阪市
東洋エンジ、パ
ナソニック環境
ソ リ ュ ー シ ョ
ン、日水コン等

ベトナム ホーチミン市
・�PPPによる事業化も念頭に
おいて新規水源開発および
配水管理分野の協力を実施

神奈川県
関連メーカー、
建設コンサルタ
ント等

‐
・ �「かながわ方式による水ビ
ジネス」の確立すべく研究
会を開催。箱根地区水道事
業の包括委託等を検討

川崎市 野村総研、JFE
エンジ

オーストラ
リア

クイーンズラン
ド州

・�住宅開発地域を対象にした
分散型水資源供給システム
として、雨水及び生活排水
処理水の利用を検討

北九州市 松尾設計、東芝 ベトナム ハイフォン市 ・ �「ブロック配水システム」
導入に向けたF/Sを実施

神戸市
神鋼環境ソリュ
ーション、神鋼
商事

ベトナム ロンアン省
・�神鋼環境ソリューション等
が設立する工業用水供給事
業会社に対し、神戸市の外
郭団体が出資参画

東京都

住友商事 マレーシア ‐ ・�上水道事業の受注に向け
様々にアプローチ

三井物産、東洋エ
ンジ、福岡市等 ミャンマー ヤンゴン市 ・�上水道事業の受注に向け

様々にアプローチ

TESCO タイ バンコク
・�三セクである東京水道サー
ビスがTESCO社と現地法
人を設立。無収水対策事業
受注に向け営業中

名古屋市 豊田通商等 スリランカ コロンボ郊外、バドゥッラ郊外
・�未給水地域におけるコミュ
ニティ水供給の事業化に向
けて調査・提案活動中

横浜市 日揮 サウジアラ
ビア ブライダ市

・�事業受注に向けた実証実験
として、上下水道運営・管
理に係る基本計画を作成

下
水
分
野

大阪市 日水コン、（財）都
市技術センター ミャンマー ヤンゴン市

・�雨水排水および下水道施設
の現状等の調査、および整
備計画等を提案

北九州市 日本工営 カンボジア シェムリアップ市 ・�現状等の調査と整備・管理･
運営計画等を検討

横浜市
明電舎、シンガ
ポール公益事業
庁

シンガポー
ル ‐

・�セラミック平膜を用いたＭ
ＢＲデモプラント等、排水
処理分野で共同研究中

出所：水の安全保障戦略機構・事務局調べ（2014年）

億
ド
ル
で
、
運
転
管
理
費
（
Ｏ

＆
Ｍ
）
は
６
割
の
３
１
６
０
億

ド
ル
で
あ
る
。
15
年
の
世
界
に

お
け
る
上
下
水
道
と
海
水
淡
水

化
の
事
業
規
模
の
伸
び
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
07
年
比
で
上

下
水
道
事
業
は
１
・
６
倍
の
増

加
、
海
水
淡
水
化
事
業
は
１
・

２
倍
の
伸
び
で
あ
る
（
図
２
参

照
）
。

　
（
２
）上
下
水
道
向
け
世
界
水

ビ
ジ
ネ
ス
の
状
況

　

世
界
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
は
25

年
に
は
１
０
０
兆
円
を
超
え
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
６

割
が
上
下
水
道
ビ
ジ
ネ
ス
に
相

当
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
日

本
勢
か
ら
見
る
と
経
済
発
展
と

人
口
増
加
の
著
し
い
ア
ジ
ア
市

場
が
当
面
の
狙
い
目
で
あ
る
。

　
（
３
）ア
ジ
ア
諸
国
向
け
上
下

水
道
の
市
場
規
模

吉
村
　
和
就

農
業
用
水
増
大
で
淡
水
不
足
深
刻
化

25
年
に
市
場
規
模
１００
兆
円
超

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表（
国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

は
不
可
能
な
状
態
で
あ
る
。

世
界
水
ビ
ジ

ネ
ス
の
動
向

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
30
年
ま
で
に
水
イ
ン

フ
ラ
に
約
23
兆
㌦
の
投
資
が
必
要
と
試

算
し
て
い
る
。
世
界
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の

規
模
は
、
過
去
10
年
間
で
は
年
平
均
６

％
の
伸
び
で
あ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
諸
国

で
は
年
14
％
の
伸
び
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
市
場
拡
大
に
向
け
２

０
０
０
年
代
に「
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ロ
ン
」

と
し
て
活
躍
し
て
き
た
、
ヴ
ェ
オ
リ
ア

や
ス
エ
ズ
は
、
業
態
を
変
え
市
場
参
入

の
機
会
を
狙
っ
て
い
る
。
ヴ
ェ
オ
リ
ア

（
売
上
規
模
約
２
兆
９
千
億
円
、
13

年
）
は
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
計
画
」
と

し
て
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
力
）
部
門

を
ま
と
め
た
丸
ご
と
提
案
に
邁
進
し
て

い
る
。
一
方
、
ス
エ
ズ
（
売
上
規
模
約

９
兆
円
）
は
今
年
３
月
に
約
40
の
子
会

社
を
ス
エ
ズ
と
い
う
統
一
ブ
ラ
ン
ド
に

変
更
し
、
「
モ
ノ
ブ
ラ
ン
ド
で
水
と
エ

表１　ＡＳＥＡＮ諸国における環境規制の執行状況
国名
（２０１０年
市場規模推計）

環境規制の厳しさ 執行状況など

中国
（４８０億ドル）

マレーシア
（１７億ドル）

タイ
（２０億ドル）

ベトナム
（不明）

最近、規制執行が厳しくなってい
る、特に海外資本企業を狙い撃ち

規制執行が厳しく行われている。
現地・外資を問わず

厳しい執行、特に外資系に厳しい、
住民の環境監視が進んでいる

行政と現地企業の癒着が問題、
設備はいれるが稼働せず、外資
系企業には厳しく規制

全体的に厳しい規制があるが、遵守
されていない

全体的に排水基準が厳しい、生活排
水も規制

廃水処理規制、厳しい
水中塩類規制あり、環境に監視の目

欧州以上の規制レベル適用
排水色度２０度、国際的にみても厳
しい数値

ネ
ル
ギ
ー
と
廃
棄
物
処
理
」
を
合
わ
せ

営
業
強
化
、利
益
増
大
を
図
っ
て
い
る
。

　
（
１
）世
界
の
上
下
水
道
の
市
場
規
模

　

英
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
社
の
調
べ
で

は
、
世
界
の
上
下
水
道
市
場
は
約
64
兆

円
（
14
年
）
で
、
そ
の
内
訳
は
建
設
資

本
費
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
）
が
４
割
の
２
１
６
０

　

ア
ジ
ア
諸
国
の
上
下
水
道
の
市
場
規

模
は
、
そ
の
国
の
経
済
や
政
策
の
方
針

に
よ
り
大
き
く
変
動
し
市
場
規
模
の
予

測
は
難
し
い
。
ま
た
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
フ

ォ
ー
ス
と
し
て
環
境
規
制
の
動
向
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
環
境
規

制
の
執
行
状
況
を
見
て
も
各
国
に
よ
り

千
差
万
別
で
あ
る
（
表
１
）
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

最
後
に
、
日
本
に
は
水
に
関
す
る
多

く
の
知
見
や
技
術
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
知
見
や
技
術
を
持
っ
て
世
界

の
水
環
境
の
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と

が
、
世
界
に
対
す
る
日
本
の
使
命
の
一

つ
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　水環境ビジネスの展望


